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これは資本⼒と技術⼒である。これらは⽣産性と開発基盤における企業構築を時代先端性
とともに企業構築を実現することである。 
 
これら⾼い⽣産性における次世代企業システムと⽣産システムへの移⾏は、企業がその創
造性と独創性という製品システム開発を⾶躍させ、ビジネスという現実におけるコアコン
ピタンスの実現を可能とするのである。 
 
これら現実が⾼い利益性の確⽴を与え、これら新しい資本財務環境は企業が新しい創造と
いう市場への参加を実現できるのである。 
 
これら技術進歩は、優れた⽣活の利便性の構築を実現できるものであり、これらは多様化す
る消費者マインドとともに、グローバル市場における⾃⼰ビジネス構築を可能とできるの
である。 
 
資本⼒は企業の新たな挑戦を与えるものである。挑戦は製品という新しい現実であり、改善
は製品の機能性の構築や進歩において、市場の需要を有するのである。 
 
これら優れた企業サイクルは、社員意識とともに未来という挑戦と⾶躍を可能とするもの
である。 
 
これら先端性という現実は、優れた企業の内実の構築を実現することなのである。これらに
おけるマーケティング分析は、企業の絶対的な強さと安定性を証明できるのである。 
 
これらは明らかに企業が企業諸⼒において模索する企業の⼀つの完成した現実なのである。 
 
これら企業の強さは、時代性という現実を⾃⼰において牽引するものであり、それら独創性
は、企業の⼤きな⾃⼰プレゼンスを市場において確⽴することができるのである。 
 
これら企業の安定性は先端性という現実への追随でなく理解とそれらの牽引なのである。 


